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閲歴㌻～~~～～〝-一m~ I

昭和59年度総会のご案内

下記により定時総会を開催いたします｡

万障お繰り合わせのうえ,ご出席下さいますようご案内申し上げ

ます｡

なお,会場等の都合上,同封の-ガキを5月9日(水)までに必ず

ご返送方よろしくお願いいたします｡

記

1.日時　　5月13日(日)午後5時までにご参集のこと

2.場所　国立商協ビル(国立デパート2F)

3.議題

(i)昭和58年度事業報告および決算報告について一千亘≡巨,

(2)昭和59年度事業計画案および予算案に

ついて

(3)母校創立百周年記念事業資金募金その

他について

4.懇親会費　　3,000円也

(当日ご持参下さい)
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会
長
　
村
田
　
亘

桜
の
季
節
な
の
に
､
ま
だ
冬
の

寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
｡
皆
様

は
元
気
で
お
過
し
で
し
ょ
う
か
｡

昭
和
五
三
年
に
国
立
白
門
会
が

中
央
大
学
学
貝
会
三
多
摩
支
部
国

立
分
会
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
､

六
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
｡

昭
和
五
七
年
五
月
に
は
､
支
部

昇
格
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

国
立
白
門
会
は
組
織
部
､
広
報

部
､
厚
生
部
､
事
業
部
の
四
部
制

を
採
用
し
､
部
長
さ
ん
を
中
心
に

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
所
属
す
る
役
員

さ
ん
が
､
知
恵
を
出
し
合
っ
て
多

彩
な
事
業
を
行
っ
て
お
-
ま
す
｡

会
員
名
簿
の
作
成
や
白
門
会
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
は
目
に
見
え
な
い

大
変
な
作
業
で
あ
り
ま
す
｡

毎
年
､
国
立
市
民
ま
つ
り
の
と

き
実
施
し
て
い
る
法
律
･
税
務
及

び
不
動
産
相
談
や
昨
年
初
め
て
試

み
た
学
術
講
猿
会
公
開
講
座
な
ど

は
中
央
大
学
な
ら
で
は
の
企
画
で
､

地
域
社
会
に
貢
献
し
､
併
せ
て
母

校
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
｡

学
員
相
互
の
親
睦
の
た
め
毎
年

行
っ
て
い
る
家
族
ぐ
る
み
の
日
帰

り
旅
行
や
見
学
会
､
囲
碁
大
会
な

ど
に
は
奮
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
｡

私
達
は
年
令
や
職
業
の
違
い
を

の
り
越
え
て
､
助
け
合
い
､
支
え

あ
う
国
立
白
門
会
に
多
く
の
学
貝

が
結
集
し
､
そ
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

希
っ
て
お
り
ま
す
｡
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昭
和
5
8
年

4
･
A
W
　
総
会
準
備
委
員
会

(
西
友
地
下
)

5
･
7
3
　
総
会
準
備
委
員
会
~

5
･
摘
　
第
六
回
定
期
総
会

(
国
立
商
協
ホ
ー
ル
)

6
･
点
間
　
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
工

場
　
(
府
中
市
)
　
見
学
会

6
･
･
O
㈲
　
第
一
回
囲
碁
大
会

(
せ
き
や
ビ
ル
)

6
･
鵠
　
百
周
年
記
念
募
金
委
員

会
　
(
商
協
ホ
ー
ル
)

1
･
徽
閃
　
公
開
講
座
実
行
委
員
会

個
展
後
援
会

9
･
1
 
7
出
　
公
開
講
座
及
び
市
民
祭

実
行
委
員
会

1
･
み
凧
　
公
開
講
座
及
び
市
民
祭

実
行
委
員
会
｡
自
門
会

二
ニ
ー
ス
発
行

S
･
2
2
田
①
公
開
講
座
･
個
展
･
市

民
祭
委
員
会

②
秋
の
甲
斐
路
味
覚
の
旅

S
･
㈲
　
公
開
講
座
(
公
民
館
)

早
っ
㈱
　
市
民
祭
(
雨
天
中
止
)

H
･
1
-
6
岡
田
忠
臣
画
伯
個
展
後

援
(
大
増
ビ
ル
)

Ⅱ
･
鶴
　
公
開
講
座
･
個
展
･
市

民
祭
報
告
会

昭
和
的
年

1
･
恩
田
　
常
任
理
事
会

1
･
㈱
　
新
年
会
(
信
濃
路
)

2
･
広
田
　
百
周
年
募
金
委
員
会

2
･
2
5
田
　
常
任
理
事
会

4
･
奇
聞
　
総
会
準
備
委
員
会

告
〃
‥
創
立
百
周
年
募
金
へ
ご
協
力
を

毎
号
ご
案
内
の
と
お
り
母
校
創
立
百
周
年
の
記
念
事
業
は
､
募
金
目
標

五
〇
億
円
で
す
｡
総
事
業
費
は
六
三
億
余
日
で
す
が
､
次
の
主
要
計
画
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
､
奮
っ
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

一
､
記
念
式
典
･
功
労
者
表
彰
･
記
念
碑
の
建
立

二
､
長
谷
川
如
是
閑
賞
の
設
定
･
記
念
講
演
会

三
､
百
年
史
･
記
念
論
文
集
･
写
真
集
等
の
発
行

四
､
国
際
交
流
基
金
の
設
定

五
､
百
周
年
記
念
館
建
設
･
学
員
名
簿
の
刊
行

す
で
に
当
支
部
か
ら
も
募
金
委
員
十
数
名
を
出
し
､
積
極
的
活
動
を
続

け
て
お
り
ま
す
｡

ご
連
絡
･
照
会
は
村
田
支
部
長
ま
で
ど
う
ぞ
　
(
七
五
-
二
〇
二
〇
)
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自　昭和58年4月1日

至　昭和59年3月31日
昭和58年度　国立白門会決算書

科目 佇亥｢�予算 �盈｢�決算 冰ﾈ蠅�

年会費 �#�Bﾃ����200,000 �8ﾟﾉN��292,550 �#S�ﾃ����

学貴会交付金 �#�ﾃ����100,000 �,ｩ�ﾙN��40,210 田Rﾃ����

広告料収入 �3づ����60,000 ��9N��61.720 鉄�ﾃ����

総会会費 涛2ﾃ����150,000 ��ﾘ檠N���91.500 ��S�ﾃ����

寄件金 ���"ﾃ����100,000 佰�ﾝｹN��120,000 鉄�ﾃ������ﾃ����

特別収入 ��2�����- 偖舒ﾙOYV儂��ll.000 

その他雑収入 ��BﾃCSB�- 倬ik�w�V儂��6,630 

前期繰越金 �#S2ﾃSs��253.578 �+ｸ,ﾉ�ﾈ艙N��鵁ｯｨﾄｨ葎ｾ��ll.475 192,947 �#モﾃSs��

合一計 塔#づ�3"�863,578 俘xﾇb�828,032 塔c2經s��

(注)親睦会,見学会,旅行会等の費用は,参加者負担の別会

計で処理しました｡

昭和59年度　　　　　　　　目　昭和59年4月1日

国立白門会予算案　　至　昭和60年3月31日

科目 仞�ｧ｢�備考 

収 僖陞���200,000 ����kﾈ��"ﾃ���冷�
学貴会交付金 広告料収入 鉄�ﾃ����S�ﾃ����lOO周年記念事業資金募金交 

付金30,000円2名×10,000円 

人 の 部 劔I)nX檍6ｨ8X�ｸ5慰ﾈﾙ�{��

総会会費 ��#�ﾃ����40名×3,000円 

寄付その他 前期繰越金 ����ﾃ������"ﾃ鼎r�寄付,事業収入等 

合計 都�"纉Cr�

支 出 の 部 �8ﾟﾉN��200,000 �6ｨ8X�ｸ5�(�������ﾃ���冷�

通信費 �3Rﾃ����ニュース.会員連絡等 

会議費 総会費用 交際費 事務用品費 予備費 田�ﾃ�����#�ﾃ����S�ﾃ������ﾃ����#3rﾃ鼎r�役員会会議費 

学貴会総会等 

合計 都�"纉Cr�

掲庸見学会
二三ここここ≡====:‥二二~

日本は有数の治安国であり,東京は世界で5指に入る犯罪､

の少ない都市です｡その法の番人の総本山　現代科学の粋を

集めて建られ,原爆にもビクともしない警視庁を見に行きま

しょう｡

I.日時　　6月2日(土)午前10時(時間厳守)

2.集合場所　　皇居　桜田門前広場

中央線約50分

地下鉄丸ノ内約10分

歩約10分
霞ヶ関　　　>桜田門前

3.費用　　交通費のみ(片道約600円)

見学料等は無用｡

4.連絡先　厚生部長　山崎武(72-3948)　　桜田醐舶
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●
組
織
部

一
､
｢
国
立
白
門
会
名
簿
｣
の
発
行
｡

二
､
｢
学
術
講
琵
会
｣
｢
市
民
バ
ザ

ー
｣
｢
絵
画
展
｣
へ
参
加
｡

三
､
｢
母
校
創
立
百
周
年
募
金
の
お

願
い
｣
の
案
内
｡

●
厚
生
部

一
､
事
業
所
見
学
会
6
月
4
日
(
土
)

サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
工
場
(
府

中
市
)
｡
参
加
者
2
 
1
名
｡

二
､
秋
の
甲
斐
路
味
覚
の
旅
日
月
2
 
2

日
(
土
)
｡
石
和
メ
ル
シ
ャ
ン
ワ

イ
ン
工
場
見
学
｡
ワ
イ
ン
の
試

飲
及
び
ブ
ド
ウ
狩
り
｡
勝
沼
､

官
光
園
､
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
及
び

ブ
ド
ウ
狩
り
｡
参
加
者
1
 
4
名
｡

三
'
新
年
会
1
月
1
 
9
日
(
衣
)
信
濃
路
｡

出
席
者
2
 
1
名
｡

四
､
囲
碁
大
会
｡
第
一
回
6
月
5
日

(
日
)
せ
き
や
ビ
ル
｡
参
加
者
川

名
｡
第
二
回
1
月
2
2
日
(
日
)
輿

茶
ロ
マ
ン
｡
参
加
者
1
 
3
名
｡

●
事
業
部

一
､
学
術
講
琵
会
を
開
催
1
 
0
月
5
0
日

(
土
)
公
民
館

｢
少
年
非
行
と
家
庭
･
校
内
暴

力
を
め
ぐ
っ
て
｣
　
藤
本
哲
也

｢
生
命
と
健
康
と
福
祉
と
行
政
｣

山
本
徳
栄

聴
講
者
約
的
名
｡

二
､
岡
田
忠
臣
画
伯
個
展
の
後
援

日
月
1
か
ら
6
日
大
増
ビ
ル
内
｡

(
岡
田
画
伯
の
ご
好
意
に
よ
り
､

売
上
金
の
一
部
を
百
周
年
記
念

事
業
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
｡
)

三
､
市
民
祭
の
参
加
日
月
3
日
(
木
)

準
備
万
端
用
意
周
到
で
し
た
が

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
､
中
止

と

な

り

ま

し

た

｡

な

お

､

バ

ザ

ー
出
品
物
は
的
年
度
の
市
民
祭

に
出
品
し
ま
す
｡

●
広
報
部

一
､
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
7
号
を
5
月

1
日
付
発
行
｡

二
､
学
術
講
演
会
の
感
想
記
事
を
学

員
時
報
に
掲
載
｡

三
､
事
業
部
･
厚
生
部
協
力
行
事
に

参
加
し
て
取
材
活
動
｡

四
､
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
8
号
を
1
 
0

月
1
日
付
発
行
｡

W
-
s
H

新
年
度
と
な
り
ま
し
た
｡
的
年

度
の
会
費
を
振
替
用
紙
で
納
入
願

い
ま
す
｡
(
総
会
当
日
の
ご
持
参

も
受
け
付
け
て
お
-
ま
す
｡

会
費
二
千
円
也
｡

広
報
部
か
ら
n
‥

広
報
部
で
は
皆
様
の
ご
意
見
･

提
案
･
紀
行
文
そ
の
他
な
ん
で
も

募
集
し
て
い
ま
す
｡
よ
り
多
く
の

方
か
ら
の
ご
応
募
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
｡

宛
先
　
国
立
市
西
3
の
8
の
5
8

新
倉
良
平
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Wine & Dinner

(ⅥI Iab

あなたのひとときを

イタリアンレストラン
OPEN ll:30AM-10:00PM

中l-9-4大学通り白十字2F

TEL. 76-1401

;羊某千･番加排

配合十字
★駅前南口店
★駅前北口店
★富士見台店
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●
組
織
部

一
､
会
員
名
簿
の
補
充

二
､
新
会
員
へ
の
呼
び
か
け
放
充
｡

三
､
母
校
が
編
さ
ん
中
の
新
｢
学
員

名
簿
｣
へ
の
協
力
｡

●
厚
生
部

一
､
警
視
庁
見
学
会
6
月
2
日
(
土
)

詳
細
は
2
頁
照
覧
｡

二
､
秋
の
行
楽
｡
日
帰
り
旅
行
又
は

観
劇
｡
詳
細
は
0
0
月
1
日
発
行

予
定
の
第
的
号
に
掲
載
｡

三
､
囲
碁
大
会

四
､
新
年
懇
親
会
｡
1
月
下
旬
市
内
｡

●
事
業
部

一
､
国
立
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会

白
門
会
も
発
足
以
来
足
掛
け
七

年
を
迎
え
ま
し
た
｡
こ
の
辺
で

会
員
の
皆
様
と
国
立
の
街
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
､
意

見
の
交
換
を
は
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
｡
具
体
的
に
は
､
こ
の

秋
1
0
月
発
行
予
定
の
白
門
会
ニ

ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
､

来
年
度
か
ら
は
そ
の
成
果
を
み

な
が
ら
､
年
2
回
位
の
開
催
を

考
え
て
お
り
ま
す
｡

二
､
市
民
祭
の
参
加

今
年
度
も
一
層
の
充
実
を
期
し
､

バ
ザ
ー
や
市
民
の
た
め
の
法
律
･

税
務
･
不
動
産
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
企
画
し
ま
す
｡

な
お
､
バ
ザ
ー
の
出
品
物
は
会

員
皆
様
の
ご
協
力
を
､
今
か
ら

ご
用
意
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
出
品
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t
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莞
年
度
覇
予
皇

-

さ
れ
る
方
は
､
地
区
連
絡
員
へ

有
償
無
償
の
別
を
お
申
し
出
下

さ
い
｡

●
広
報
部

一
､
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
9
号
を
5

月
-
日
付
発
行
予
定
｡

二
､
各
部
と
の
連
け
い
を
密
に
し
て

各
主
催
行
事
へ
の
積
極
参
加
と

取
材
｡

三
､
会
員
か
ら
の
投
稿
を
つ
の
る
｡

四
､
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
1
 
0
号
を
1
 
0

月
1
日
付
発
行
予
定
｡

園
田
図
四
園
圏
図
回

○
今
年
度
の
中
央
大
学
合
格
者

を
高
校
別
で
み
る
と
､
国
立
白
門

会
の
活
動
地
域
に
あ
る
国
立
高
校

が
第
二
位
の
合
格
者
数
で
あ
っ
た
｡

国
立
白
門
会
の
活
動
が
中
央
大

学
と
地
域
社
会
と
が
密
接
な
係
-

を
持
っ
て
い
る
事
が
理
解
さ
れ
､

さ
ら
に
国
高
か
ら
の
合
格
者
が
増

え
れ
ば
幸
い
で
す
｡

○
理
工
学
部
精
密
機
械
工
学
科

二
年
の
保
泉
君
ら
三
名
が
人
命
救

助
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
は

去
る
5
 
8
年
日
月
2
日
川
崎
市
高
津

区
の
多
摩
川
本
流
に
転
落
水
難
中

の
男
子
高
校
生
を
救
助
し
た
こ
と

か
ら
川
口
学
長
と
高
津
署
長
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
｡

○
経
済
学
部
四
年
の
大
野
純
一

君
が
外
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
｡
こ
れ
は
外
務
省
と
(
社
)
　
日
本

外
交
協
会
が
共
催
の
講
和
条
約
発

効
3
 
0
周
年
記
念
国
際
間
題
討
論
会

で
学
生
･
留
学
生
を
対
象
に
､
指

定
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
競
っ
た
も
の
｡

駿
河
台
校
舎
懐
古

5
 
7
筆
法
卒
　
清
野
　
滋

中
央
大
学
が
多
摩
に
移
転
し
て

か
な
り
に
な
り
ま
す
｡
私
が
入
校

し
た
の
は
五
四
年
四
月
で
す
が
､

実
は
､
一
年
の
時
か
ら
多
摩
校
舎

で
学
ん
だ
の
は
､
私
達
が
初
め
て

で
し
た
｡
つ
ま
り
､
私
達
は
駿
河

台
校
舎
を
知
ら
な
い
初
め
て
の
中

大
生
と
い
う
わ
け
で
す
｡
駿
河
台

校
舎
は
､
ご
存
じ
の
通
り
､
取
り

壊
さ
れ
て
､
も
う
な
い
の
で
す
が
､

私
達
が
在
学
中
は
､
ま
だ
夜
学
の

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
､

時
折
訪
れ
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
校
舎
は
､
も
う
だ
い
ぶ
古
い

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
､
使
わ
れ

な
い
運
命
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
た
為
か
､
寂
し
く
､
が
ら
ん

と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
｡

大
学
の
郊
外
へ
の
移
転
は
､
時

の
趨
勢
で
､
何
と
い
っ
て
も
､
増

え
て
ゆ
く
学
生
を
収
容
し
き
れ
な

い
の
が
問
題
で
､
中
央
大
学
も
そ

の
例
に
も
れ
ず
､
八
王
子
の
地
に

移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で

す
が
､
あ
の
駿
河
台
校
舎
の
､
先

輩
達
の
勉
学
の
汗
の
に
じ
ん
だ
古

び
た
校
舎
に
､
懐
古
を
抱
く
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
｡

大
学
が
移
転
し
て
､
校
舎
が
変

わ
る
こ
と
で
､
校
風
が
変
わ
る
の

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
､
新

し
く
多
摩
の
地
に
で
き
た
校
風
で
､

ま
た
一
つ
新
し
い
中
央
大
学
の
特

色
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡

多
摩
の
校
舎
は
､
設
備
は
十
分
す

ざ
る
程
整
っ
て
お
り
､
加
え
て
環

境
が
す
ぼ
ら
し
い
の
で
､
勉
強
に

は
申
し
分
の
な
い
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
｡
今
後
､
こ
の
新
し
い
校

舎
に
､
息
吹
き
を
吹
き
込
む
の
は
､

こ
れ
か
ら
勉
強
す
る
学
生
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
｡

毛

呂

宙

c

m

S

ゥ

避

馬

が

-

曹

常

呂

馬

己

W

W

ん

r

彰

･

>

彰

d

j

>

嘗

･

>

彰

.

S

B

r

g

違

雑

　

詠

福
谷
　
実
(
茄
子
)

黄
昏
を
気
か
ず
燕
の
巣
に
憩
う

泣
き
濡
れ
て
眠
れ
ぬ
夜
へ
五
月
闇

ち
ま
き
つ
-
る
掌
指
へ
亡
母
を
だ
ぶ
ら
せ
る

も
ゆ
る
青
菜
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
胸
お
ど
ら
せ
て

菖
蒲
湯
に
子
の
路
熟
年
を
省
り
み
ず

五
月
雨
を
集
め
た
あ
と
へ
列
の
傘

1

4

4

9

4

1

7

2

8

8
4
6

5
5
5

7

7

7



昭和59年5月1日　　　　　　　　　　　　　　国立白門会ニュース 4

≦ Z u'_..8 三三三二三三三三 寒二二三 I ヽ一一 議ーゝ/軋ユー 

鬼ul器;評偶エ二コ 剪�a ～ 詰 劔｢二千｢ 

畿鱗EmJT r ㍗ rr 剄ﾇ 

つか つp ･呼 囲 <t � ���> 呼 

壁Hlii-汁- 

□ 朸��Tﾂ�/1 ､.--～弘一百一 �� 粉�ﾛ��6な7R���6と����竃l ��池�2�

一 一甘. ー1- --- �ｩ?�ﾊ�ｺﾘ蓼ｽ�� 劔目顔可 �� 

Sr午 醒 よ卦J i.哲,i 韓⑧ 劔劔凭ﾉ_2�ﾅFBﾂ��5E2�耳�｣｢ﾂ�

-壇tS 



国立白門会ニュース　　　　　　　　　　　　　昭和59年5月1日5

諒靖 ＼1 -/i ( 塞 儘b��｢r���

一一-∴三°〇一十 ��lここ:蓋〇〇〇｢〇 一募集重量雪やご 
◆ � 

∴∴__一し. 痴��

王室 ○ 

i● jI I- 價8ｭ��

-14.､ 剪�

∴′∴ ム 剪�:･ 
∴十mm ､ヽ 喜∵JS___盈ふ士 �/it =一一 ��

?.. �7ﾒ��(+Y}ｩ}沫�,R��� 勍孝 l-＼,-◆- ��ﾂ�一 儷H��兔r�偵���ﾘ���ﾂ�ﾇ&亦ﾂ�討ﾔ停�Xﾉ���ｲﾒﾒﾓ｣bﾒ�����｢�

J � 

r 凵景l ��

● �� �� 剪�. A圭 ヽ � 魔��ﾈ-b�i.ヽ← 唳)R� 

↓ 剩��十一 ip> ･r一一 劔刪熙 m〈"之 

醍__諺:
国立市西友前車i-8-4

恒
例
の
新
年
会
開
ぐ

山
村
　
韻
書

年
も
改
ま
っ
て
､
珍
し
く
雪
に

見
舞
わ
れ
た
一
月
十
九
日
(
木
)
の

夜
､
音
高
に
近
い
酒
亭
｢
信
濃
路
｣

の
二
階
で
､
に
ぎ
や
か
に
新
年
懇

親
会
が
開
か
れ
た
｡
村
田
会
長
か

ら
で
き
る
だ
け
大
勢
の
人
に
､
若

い
諸
君
に
も
な
る
べ
く
出
て
は
し

い
と
の
願
い
を
こ
め
､
執
行
部
の

皆
さ
ん
が
手
分
け
し
て
出
席
を
勧

誘
し
て
回
っ
た
が
､
何
し
ろ
例
年

に
な
い
寒
波
の
襲
来
す
る
折
柄
､

二
十
数
名
と
い
う
や
や
寂
し
い
顔

ぶ
れ
と
な
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と

だ
っ
た
｡
し
か
し
､
ご
多
端
の
中

を
国
立
市
長
の
谷
清
さ
ん
も
出
席

さ
れ
､
う
れ
し
い
思
い
を
し
た
｡

午
後
六
時
半
す
ぎ
､
司
会
役
･

山
崎
厚
生
部
長
の
｢
雪
の
中
を
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
｣
の
声
で
ス
タ

ー
ト
｡
開
会
の
言
葉
を
井
上
副
会

長
が
滋
味
豊
か
に
あ
い
さ
つ
｡
村

田
会
長
か
ら
は
､
昨
年
の
回
顧
と

母
校
百
周
年
募
金
と
い
う
大
事
業

に
臨
む
新
年
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
､

ま
た
生
み
の
親
､
育
て
の
親
で
も

あ
る
池
田
顧
問
が
昨
年
十
一
月
倒

れ
て
以
来
意
識
不
明
の
病
床
に
あ
ら

れ
る
こ
と
に
深
甚
な
お
見
舞
い
の

言
葉
が
あ
っ
た
｡
市
橋
顧
問
は
あ

い
に
-
白
門
婦
人
会
の
新
年
会
と

重
な
り
欠
席
の
己
む
無
さ
に
至
っ

た
お
わ
び
を
と
い
う
ご
伝
言
を
頂

い
た
旨
披
露
さ
れ
た
｡
私
に
は
初

耳
で
あ
っ
た
が
､
東
京
相
互
銀
行

矢
川
支
店
長
の
坂
本
氏
が
本
部
勤

務
へ
栄
転
と
な
り
､
勤
め
は
変
わ

る
が
､
こ
の
ま
ま
国
立
支
部
に
ぜ

ひ
籍
を
お
か
し
て
欲
し
い
と
の
こ

と
｡
大
変
心
強
い
お
話
で
､
皆
さ

ん
が
同
じ
心
境
だ
っ
た
と
思
う
｡

谷
顧
問
か
ら
は
､
市
長
二
期
目

を
全
力
投
球
さ
れ
て
い
る
ご
活
躍

ぶ
り
が
わ
か
る
よ
う
な
近
況
ス
ピ

ー
チ
と
､
こ
の
雪
降
り
も
ま
あ
ま

あ
で
､
東
京
都
の
雪
害
対
策
が
発

動
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
喜
ん
で

お
ら
れ
る
内
輪
話
も
漏
ら
さ
れ
て

い
た
｡会

長
の
指
名
を
受
け
た
能
昧
広

報
部
長
が
続
い
て
立
ち
､
昨
年
春

の
統
一
地
方
選
挙
で
首
尾
よ
く
当

選
を
果
た
し
た
谷
市
長
と
井
上
正

博
市
議
へ
の
激
励
の
ひ
と
言
が
あ

-
､
盛
ん
な
拍
手
を
よ
ん
だ
｡

一
応
行
事
が
お
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
､
二
部
の
宴
会
は
七
時
こ
ろ
か

ら
､
風
間
副
幹
事
長
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
運
営
で
始
ま
っ
た
｡
ま
ず
乾

杯
の
音
頭
を
､
こ
の
十
年
風
邪
引

か
ず
と
い
う
九
本
幹
事
長
が
と
る
｡

ま
た
､
欠
席
さ
れ
た
会
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
次
々
に
発
表
さ
れ

た
が
､
貴
重
な
婦
人
会
員
の
北
沢

さ
ん
や
精
密
検
査
で
入
院
中
の
会

計
の
二
宮
氏
ほ
か
顔
見
知
り
の
方

々
が
こ
の
席
に
見
え
な
い
寂
し
さ

を
埋
め
る
よ
う
に
､
こ
の
あ
と
の

●

●

●

ウ
タ
ゲ
は
一
気
可
成
に
盛
り
上
が

り

､

ア

ル

コ

ー

ル

の

慶

合

い

も

深

ま
っ
た
｡
せ
っ
か
く
の
自
己
紹
介

も
時
に
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
が
､

温
厚
な
会
計
監
査
の
宍
戸
氏
と
は

対
照
的
な
生
き
の
い
い
市
役
所
の
山

川
､
中
島
､
川
村
､
荒
木
の
諸
氏

の
弁
も
愉
快
だ
っ
た
｡

八
時
を
過
ぎ
て
会
長
か
ら
の
ボ

ト
ル
が
届
き
､
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も

幕
開
け
と
な
る
｡
井
上
副
会
長
の

四
季
の
歌
､
九
本
氏
の
奥
飛
騨
慕

情
､
山
村
の
人
生
劇
場
､
山
崎
氏

の
黒
田
節
､
玉
利
氏
の
別
れ
の
一

本
杉
､
風
間
氏
の
女
の
意
地
､
久

保
田
氏
の
裏
町
人
生
､
中
館
氏
の

み
ち
づ
れ
､
荒
木
氏
の
矢
切
り
の

渡
し
-
｡
だ
い
ぶ
私
の
記
憶
も
あ

や
し
い
の
で
ご
勘
弁
願
い
た
い
が
､

と
に
か
く
皆
さ
ん
の
元
気
の
い
い

の
に
は
感
服
し
て
､
隣
り
に
い
る

能
味
氏
と
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
を
重

ね
て
は
酒
量
を
あ
げ
た
と
い
う
次

第
｡

井
上
市
議
か
ら
は
､
市
議
会
を

ぜ
ひ
傍
聴
に
来
て
ほ
し
い
｡
勉
強

に
な
り
ま
す
よ
､
と
い
う
話
も
あ

り
､
何
人
か
で
出
か
け
て
み
よ
う

と
約
束
し
た
り
し
た
が
､
誰
と
誰

だ
っ
た
か
思
い
出
せ
な
い
｡

一
番
若
い
清
野
氏
も
､
初
め
て

の
参
加
で
皆
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら

れ
て
い
た
よ
う
だ
｡
村
田
会
長
の

願
い
も
少
し
ず
つ
稔
っ
て
い
く
こ

と
を
私
も
心
か
ら
念
じ
て
い
た
｡

ラ
ス
ト
の
万
歳
三
唱
は
福
谷
副
会

長
の
発
声
で
緩
め
く
く
り
､
恒
例

の
校
歌
の
斉
唱
も
晴
れ
や
か
に
大

き
な
声
で
一
同
和
し
て
楽
し
い
こ

の
夜
の
幕
を
引
く
こ
と
が
出
来
た
｡

時
刻
は
九
時
半
を
回
っ
て
い
た
｡
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スコッチ&チョコレート

国立市中1-9-50

レッドトップ
ボトル売り･カラオケなし

マイペースで飲める

フランコ通り多摩信ウラ

75-1 21 2

秋
の
甲
斐
路
を
行
-

tt

昨
年
十
月
二
二
日
､
マ
イ
カ
ー

と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
中
央
自
動
車

道
を
､
国
立
I
c
か
ら
一
路
西
へ
｡

そ
の
高
速
道
を
挟
む
山
波
は
､
松

の
緑
に
雑
木
の
紅
葉
が
一
段
と
映

え
て
美
し
く
輝
い
て
い
た
｡

談
合
坂
で
小
休
憩
し
た
国
立
白

門
会
親
睦
ツ
ア
ー
一
四
名
は
､
や

が
て
右
手
に
小
山
田
信
茂
の
居
城

跡
､
岩
殿
山
の
絶
壁
を
限
近
に
眺

め
､
続
い
て
桂
川
を
挟
ん
で
､
左

手
に
建
つ
猿
橋
の
発
電
所
を
望
み

な
が
ら
､
笹
子
ト
ン
ネ
ル
へ
と
｡

同
ト
ン
ネ
ル
は
､
片
側
二
車
線

高
さ
も
幅
員
も
ゆ
と
り
が
あ
る
｡

内
部
照
明
や
排
気
排
水
も
､
現
代

科
学
の
粋
を
集
成
し
た
構
造
と
か
｡

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
､
右
手

に
峡
谷
を
隔
て
て
天
目
山
が
聾
え

立
っ
て
い
た
｡
勝
頼
の
自
刃
に
つ

い
え
る
武
田
家
の
悲
劇
の
歴
史
は
､

こ
こ
で
述
べ
る
の
を
割
愛
す
る
が
､

怨
念
を
宿
す
山
は
､
今
朝
は
雲
を

払
い
秋
晴
れ
に
爽
や
か
だ
っ
た
｡

天
目
山
を
過
ぎ
る
と
眼
下
に
勝

沼
の
街
並
み
が
開
け
て
い
た
｡
ブ

ド
ウ
の
名
所
は
後
に
回
し
て
石
和

ま

で

突

走

り

､

モ

シ

テ

ワ

イ

ン

工

場
に
到
着
｡
工
場
の
経
営
者
は
中

大
出
身
だ
と
聞
い
た
｡
厚
生
部
･

関
副
部
長
の
根
回
し
も
よ
ろ
し
-
､

早
速
笑
顔
で
出
迎
え
た
案
内
者
が
､

ま
ず
は
気
軽
に
ガ
イ
ド
に
立
っ
て

く
れ
た
｡

整
頓
さ
れ
た
工
場
の
作
業
工
程

は
､
ブ
ド
ウ
の
仕
込
み
か
ら
発
酵

絞
り
､
樽
詰
､
倉
庫
貯
蔵
と
流
れ

作
業
は
少
な
い
人
員
で
ス
ム
-
ズ

に
運
ば
れ
て
い
た
｡

見
学
が
終
わ
る
と
ワ
イ
ン
の
試

飲
会
場
に
移
る
｡
そ
こ
に
は
二
十

数
種
類
の
ワ
イ
ン
を
､
透
明
な
容

器
に
入
れ
て
陳
列
し
､
各
自
が
グ

ラ
ス
へ
自
由
に
コ
ッ
ク
を
開
け
て

注
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

会
場
に
は
そ
の
芳
醇
な
香
り
が

塗
れ
漂
う
よ
う
で
､
一
行
は
グ
ラ

ス
を
挙
げ
る
と
､
微
笑
を
た
た
え

話
も
弾
ん
で
､
ひ
と
き
わ
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
で
あ
る
｡

お
土
産
に
ワ
イ
ン
を
一
本
ず
つ

頂
い
て
車
に
乗
る
と
､
次
は
同
社

経
営
の
ブ
ド
ウ
園
に
案
内
さ
れ
た
｡

棚
下
に
ゴ
ザ
を
敷
き
､
取
り
立
て

の
柿
を
む
き
､
山
と
積
ん
だ
ブ
ド

ウ
を
試
食
し
て
か
ら
､
各
自
鋏
と

篭
を
手
に
し
て
､
思
い
お
も
い
の
ブ

ド
ウ
房
を
一
杯
に
詰
め
さ
せ
て
も

ら
っ
た
｡

こ
の
後
､
会
場
は
勝
沼
の
メ
ル

シ

ャ

ン

ワ

イ

ン

工

場

へ

移

っ

た

｡

メ
ル
シ
ャ
ン
で
は
工
場
見
学
を

や
め
て
記
念
写
真
を
撮
り
､
映
画

を
見
る
こ
と
に
し
た
｡

二
階
の
講
堂
で
ワ
イ
ン
を
飲
み

な
が
ら
見
た
映
画
は
､
ブ
ド
ウ
を

作
る
に
適
し
た
環
境
と
土
壌
｡
肥

料
の
製
造
か
ら
施
肥
の
仕
方
､
苗

木
の
植
付
発
育
や
成
長
の
過
程
に

お
け
る
手
入
れ
､
摘
芽
摘
花
摘
房

消
毒
'
さ
ら
に
は
袋
掛
け
と
､
大

変
な
手
間
ひ
ま
の
か
か
る
作
業
だ

が
､
そ
れ
に
も
増
し
て
恐
し
い
の

は
天
候
の
影
響
だ
と
い
う
｡
苦
労

に
苦
労
を
重
ね
て
製
造
し
､
樽
詰

め
に
し
て
か
ら
も
､
五
年
や
八
年

寝
か
せ
て
も
飲
め
る
も
の
で
は
な

い
｡
少
な
く
て
も
十
数
年
は
寝
か

せ
な
け
れ
ば
市
販
で
き
な
い
の
だ

と
｡
気
の
長
い
話
だ
が
､
そ
れ
に

も

増

し

て

一

滴

の

ワ

イ

ン

が

､

い

か
に
貴
重
で
あ
る
か
を
シ
､
､
､
ジ
ミ

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
｡

映
画
が
終
わ
っ
て
高
台
の
ブ
ド

ウ
園
に
向
っ
た
が
､
そ
の
入
口
に

た
つ
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
幅
一
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
き
な
寒
水
石
の
碑

に
は
､
｢
天
皇
陛
下
行
幸
記
念
｣

と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
｡

ブ
ド
ウ
棚
の
下
を
抜
け
て
奥
へ

入
る
と
､
展
望
の
き
く
食
堂
が
出

来
て
い
て
､
｢
国
立
白
門
会
御
一

行
様
｣
と
歓
迎
の
表
示
が
う
れ
し

か
っ
た
｡

井
上
副
会
長
の
挨
拶
は
､
参
加

者
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
の
言
葉
と
､

関
係
役
員
の
適
切
な
運
営
に
対
す

る
感
謝
の
表
明
で
あ
っ
た
が
､
特

に
若
い
関
､
風
間
の
両
氏
の
協
力

支
援
に
つ
い
て
は
心
か
ら
喜
ば
れ

て
い
た
｡

う
ま
そ
う
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は

程
よ
く
で
き
あ
が
り
､
好
み
の
ヮ

イ
ン
で
乾
杯
､
あ
と
は
ま
た
に
ぎ

や
か
な
話
が
際
限
な
く
続
く
｡
食

べ
放
題
の
ブ
ド
ウ
､
そ
し
て
ま
た

各
自
一
本
ず
つ
の
ワ
イ
ン
を
土
産

に
頂
い
て
恐
縮
し
た
｡

大
き
な
篭
が
千
二
百
円
､
こ
の

篭
に
摘
み
取
っ
た
ブ
ド
ウ
房
を
詰

め
ら
れ
る
だ
け
詰
め
て
､
メ
ル
シ

ャ
ン
ブ
ド
ウ
園
に
別
れ
を
告
げ
た
｡

車
は
反
転
し
て
御
坂
峠
に
差
し

か
か
る
と
､
山
塊
の
雑
木
は
午
後

の
陽
射
し
を
浴
び
て
､
照
り
冴
え

て
い
た
｡
短
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

て
､
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
坂
道
を

下
っ
て
行
く
と
､
も
う
河
口
湖
で

あ
る
｡霊

峰
富
士
は
雲
を
冠
り
､
湖
水

は
汚
濁
し
て
街
並
み
を
行
き
交
う

人
の
影
は
､
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
｡

真
夏
の
豪
雨
は
､
ホ
テ
ル
も
住
宅

も
床
上
浸
水
を
も
た
ら
し
､
浸
水

の
跡
を
鮮
明
に
残
し
て
い
た
の
は
､

何
と
も
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
っ
た
｡

急
に
昏
く
な
っ
て
き
て
冷
た
い

風
が
吹
き
出
し
た
の
で
､
飛
び
込

む
よ
う
に
し
て
車
中
の
人
と
な
り
､

国
立
ま
で
戻
っ
た
の
は
､
四
時
半

ご
ろ
だ
っ
た
｡


